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「精神疾患データベースの構築・利活用により精神疾患の病態を解明しその障害を支援するための研究」に試
料・情報を提供された方 

 

この度、国立精神・神経医療研究センターの「精神疾患データベースの構築・利活用により精神疾患の病
態を解明しその障害を支援するための研究（研究代表者：橋本亮太）」に提供されました試料・情報の一部につ
いて、下記研究に対し提供を行います。本研究では、国が定めた倫理指針に基づき、対象となる方お一人ずつ
から直接同意を得るかわりに、利用目的等を含む研究の実施についての情報を公開することが必要とされてい
ます。 

この研究課題に対し試料・情報等を利用することにより、対象となる方に新たな負担や制限が加わること
は一切ございませんが、ご自身の試料・情報等を利用・提供して欲しくない場合は、問い合わせ窓口までご連
絡ください。なお、利用・提供して欲しくないことを申し出られても、なんら不利益を受けることはございま
せん。 
 

１．対象となる方 

  2023年4月12日より2031年3月31日までの間に、「精神疾患データベースの構築・利活用により精神疾患
の病態を解明しその障害を支援するための研究」に参加された方  

 

２．試料情報の提供のみを行う者の機関名・所属・氏名 

機関名：国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 
所属・氏名： 精神疾患病態研究部 橋本亮太 

 

３．試料情報を提供を行う研究課題名と研究代表者又は研究責任者 

研究課題名：精神科医療の普及と教育に対するガイドラインの効果に関する研究：第2期 
研究期間：研究開始日～2031年3月31日まで 
研究代表者(研究責任者)：獨協医科大学病院 精神神経科 古郡 規雄 
(共同研究機関) 
国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所（データセンター）研究責任者 橋本亮太 
東京大学医学部附属病院 精神神経科 研究責任者 市橋香代 
兵庫医科大学病院 精神科神経科 研究責任者 山田恒 
国立大学法人鳥取大学精神行動医学分野 研究責任者 岩田正明 
岩手医科大学神経精神科学講座 研究責任者 福本健太郎 
独立行政法人国立病院機構榊原病院 精神科 研究責任者 鬼塚俊明 
岐阜大学医学部附属病院 精神科 研究責任者 大井一高 
東京女子医科大学病院 神経精神科研究責任者 押淵英弘 
愛媛大学大学院医学系研究科 精神神経科学講座 研究責任者 伊賀淳一 
学校法人 東邦大学 医学部 精神神経医学講座 研究責任者 根本隆洋 
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北里研究所 北里大学医学部 精神科学 研究責任者 稲田健 
金沢医科大学 精神神経科学 研究責任者 長澤達也 
奈良県立医科大学 健康管理センター 研究責任者 山室和彦 
山口大学医学部附属病院 精神科神経科 研究責任者 萩原康輔 
神戸大学医学部附属病院 精神科神経科 研究責任者 菱本明豊  
信州大学医学部附属病院 精神科 研究責任者 中村敏範 
杏林大学医学部 精神神経科学 研究責任者 坪井貴嗣 
北海道大学大学院医学研究院 神経病態学分野精神医学教室 研究責任者  堀之内徹 
徳島大学大学院医歯薬学研究部 精神医学分野  研究責任者 沼田周助 
富山大学 学術研究部医学系 神経精神医学 研究責任者 髙橋努 
福岡大学 医学部 精神医学教室 研究責任者 堀輝 
浜松医科大学医学部附属病院 精神科神経科 研究責任者 和久田智靖 
東京慈恵会医科大学 精神医学講座 研究責任者 小高文聰 
都城新生病院 精神科 研究責任者 河野美帆 
 

４．利用又は提供する試料・情報等と取得方法について 

情報等： 診療録（年齢、性別、診断、重症度、精神症状、有害事象、認知・社会機能評価、GAF、発症年齢、
罹病期間、治療方法（薬物療法・電気けいれん療法・認知行動療法・反復経頭蓋磁気刺激療法等）、処方データ、
血液・生化学・尿検査項目、病院特性（病院種別、地域、病床数、稼働率、医師数、受講医師数、治療環境）） 
(取得方法) 「精神疾患データベースの構築・利活用により精神疾患の病態を解明しその障害を支援するため

の研究」にて取得したもの 
 

５．試料・情報の利用目的及び利用方法 

本研究は、精神科医を対象とした統合失調症・うつ病の診療ガイドライン講習の教育効果（理解度・満足度・
実践度）と、臨床現場での処方や治療行動のガイドライン適合への影響を、多施設共同で検証することを目
的とします。提供を受けた匿名化情報を統計学的手法（群間比較、回帰分析、線形混合モデル、傾向スコア、
差分の差分法 等）により解析します。提供情報は本研究の目的以外には利用せず、第三者への開示・転売・
譲渡は行いません。安全管理として、入退室管理・媒体保管の施錠管理、インターネット非接続PCでの保
管、利用者認証、暗号化、最新のマルウェア対策、適切な廃棄（完全消去）等を実施します。 
研究課題名「精神疾患データベースの構築・利活用により精神疾患の病態を解明しその障害を支援するため
の研究（研究代表者：橋本亮太）」にて収集したデータを、研究課題名「精神科医療の普及と教育に対する
ガイドラインの効果に関する研究：第2期（研究代表者：古郡 規雄）」において、提供を受けます。提供を
行う際には、研究計画に従い、診療情報等の個人情報は加工処理を行った上で、対象となる方の氏名や住所
などが特定できないよう安全管理措置を講じたうえで取り扱います。共同研究機関先への試料・情報の授受
は記録媒体の郵送等により行います。 

                                                                         

６．利用又は提供を開始する予定日 

研究開始日を予定しています。     
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７．問い合わせ窓口 

この研究課題の詳細についてお知りになりたい方は、下記問い合わせ担当者までお問い合わせください。 
機関名：国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 
所属： 精神疾患病態研究部  氏名： 橋本亮太 
電話番号 ：042-341-2711（代表） 
e-mail：ryotahashimoto55※ncnp.go.jp（「※」を「＠」に変更ください。）     

 


